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ま
ち
づ
く
り
委
員
会 

井
上
成
哉 

「
ま
ち
な
か
を
歩
く
日
」
と
は
、
中
京
区

の
八
学
区
の
住
民
や
事
業
者
、
市
民
グ
ル
ー

プ
な
ど
が
市
の
支
援
を
受
け
て
進
め
て
い
る

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
で
三
年
目
を
迎
え
ま
す
。 

今
年
度
よ
り
明
倫
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

の
正
式
な
取
り
組
み
と
な
り
、
今
や
明
倫
自

治
連
合
会
の
主
要
行
事
と
し
て
定
着
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。 

   

★ 

今
年
の
明
倫
学
区
で
は
、
京
都
芸
術
セ
ン

タ
ー
と
の
共
催
に
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
つ
ぎ
の
よ
う
な
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ

ま
す
。 

 ◆ 

町
家
の
公
開 

今
年
は
天
神
山
町
会
所
、
鯉
山
町
会
所
、

大
西
美
術
館
、紫
織
庵
、無
名
舎（
吉
田
家
）、

小
島
家
（
百
足
屋
町
）
を
対
象
と
し
た
グ
ル

ー
プ
ツ
ア
ー
（
有
料
）
を
予
定
。 

各
町
家
や
芸
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
倉
小

学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
、
総
合
学
習
の
一
環

と
し
て
「
お
花
」
を
生
け
て
も
ら
い
ま
す
。 

○
実
施
日
時 

 
 
 

十
一
月
十
六
日
（
土
）、
十
七
日
（
日
） 

 
 
 

午
前
十
一
時
～
午
後
四
時 

 ◆ 
き
も
の
・
む
ろ
ま
ち
・
町
家
の
文

化
・
茶
会 

場
所 

芸
術
セ
ン
タ
ー
３
階
大
広
間 

 

「
呉
服
の
ま
ち
明
倫
」
を
再
発
見
・
再
認

識
す
る
た
め
、
呉
服
、
生
活
用
具
、
人
形
な

ど
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
各
家
に
大
切
に

受
け
継
が
れ
て
き
た
品
々
を
展
示
し
ま
す
。 

ま
た
、
そ
う
い
っ
た
品
々
に
囲
ま
れ
な
が

ら
の
お
茶
席
（
有
料
）
を
設
け
ま
す
。
水
屋
、

お
運
び
（
男
性
の
方
々
に
お
願
い
し
ま
す
）、

す
べ
て
明
倫
学
区
の
人
々
に
よ
っ
て
催
さ
れ

ま
す
。 

展
示
品
に
ご
提
供
者
の
お
名
前
は
出
せ

ま
せ
ん
が
、
是
非
皆
様
方
の
ご
協
力
を
得
た

い
と
お
も
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

 

○
実
施
日
時 

 
 
 

十
一
月
十
六
日
（
土
）、
十
七
日
（
日
） 

 
 

午
前
十
一
時
～
午
後
四
時 

 ◆ 

明
倫
婦
人
会
コ
ー
ラ
ス
・
大
日
社
中
の

和
楽
器
演
奏
・
京
都
産
業
大
学
グ
リ

ー
ク
ラ
ブ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
風
」

女
性
コ
ー
ラ
ス 

 

場
所 

芸
術
セ
ン
タ
ー
講
堂 

 

○ 
 

実
施
日
時 

 
 
 

十
一
月
十
六
日
（
土
）、 

 
 
 

午
前
十
二
時
～
午
後
三
時 

平
成
十
四
年
九
月
十
五
日
発
行 

明
倫
自
治
連
合
会
広
報
委
員
会 

 
 
 

発
行
部
数
１
４
０
０
部 

第 ２ 号
02.9.15   
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題字：槇村正直 

歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り 

「
ま
ち
な
か
を
歩
く
日
」
近
づ
く
！ 

今
年
で
三
年
目
に
な
る
「
ま
ち
な
か
を
歩
く
日
」
の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
、
明
倫
学
区

を
は
じ
め
と
す
る
中
京
区
の
八
学
区
で
、
十
一
月
十
五
日
（
金
）
か
ら
十
七
日
（
日
）
の

三
日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
協
力
、
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

「
ま
ち
な
か
を
歩
く
日
」
っ
て
何 

？ 

・軒に提げられた「まちなかを歩く日」の

暖簾と、電柱の幟（昨年の三条通） 

・婦人会によるコーラス（昨年） 
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◆
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
「
ヒ
ト
オ
リ
」 

白
布
を
使
っ
て
、
明
倫
学
区
の
家
々
か
ら
、

芸
術
セ
ン
タ
ー
運
動
場
ま
で
を
結
ぶ
ア
ー
ト

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
。 

京
都
の
芸
術
系
大
学
生
の
皆
さ
ん
に
よ

る
ア
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
室
町
通
り
を

彩
り
ま
す
。 

◆ 

室
町
・
明
倫
「
蚤
の
市
」 

室
町
通
り
を
中
心
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
。
京
都
近
郊
の
朝
採
り

野
菜
、
手
作
り
作
品
、
道
具
市
、
趣
味
の
品
々

な
ど
が
出
店
さ
れ
ま
す
。 

皆
様
方
も
是
非
ご
出
店
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
京
野
菜
は
す
ぐ
に
売
り
き
れ
ま
す

の
で
、
お
早
く
お
越
し
下
さ
い
。 

 

○
実
施
日
時 

 
 
 

十
一
月
十
六
日
（
土
）、
十
七
日
（
日
） 

 
 

午
前
十
時
～
午
後
四
時 

◆ 

今
年
は
、
京
都
織
物
卸
商
業
組
合

も
同
時
に
産
業
会
館
を
中
心
に
記

念
イ
ベ
ン
ト
を
催
さ
れ
ま
す
。 

着
物
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行
（
様
々
な

特
典
を
用
意
）、
着
物
の
レ
ン
タ
ル
（
有

料
）
や
着
付
け
（
無
料
）
な
ど
。 

秋
の
一
日
、
着
物
で
ゆ
っ
く
り
と
ま

ち
な
か
を
散
策
し
て
み
て
下
さ
い
。 

三
条
通
を
考
え
よ
う
会 

な
ん
と
も
気
さ
く
な
名
前
の
会
で
す
が
、

三
条
通
の
新
町
・
堀
川
間
に
住
む
住
民
有
志

と
、
商
店
街
（
三
専
会
）、
京
都
工
芸
繊
維
大

学
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
組
織
と
が
協
力
し
て
平
成
十
二

年
に
発
足
し
ま
し
た
。 

「
も
て
な
し
オ
ー
ラ
イ
往
来
！
三
条
通
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
三
条
通
の
活
性

化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応
す
る
ま
ち
づ
く

り
、
新
町
ま
で
で
止
ま
っ
て
い
る
道
路
・
街

灯
の
整
備
運
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

最
初
の
年
は
、
西
洞
院
通
か
ら
西
だ
け
で

活
動
し
、
ま
ち
な
か
を
歩
く
日
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、｢

電
動
セ
ニ
ア
カ
ー｣

に
つ
い
て
調

査
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。 

二
年
目
か
ら
は
明
倫
学
区
の
釜
座
町
が

参
加
し
、
三
条
通
に
対
す
る
要
望
、
期
待
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
祇
園
祭
後
祭
の
活
性
化
の
た
め
、

無
料
浴
衣
着
付
け
、浴
衣
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
、

三
条
通
で
の
花
火
リ
レ
ー
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。 第

二
回
目
の
ま
ち
な
か
を
歩
く
日
（
昨

年
）
に
は
、
商
店
と
京
都
工
芸
繊
維
大
学
の

学
生
と
の
コ
ラ
ボ
レ
イ
ト
で
三
条
通
に
様
々

な
形
の
椅
子
を
設
置
し
、
自
由
に
座
っ
て
も

ら
う
企
画
を
行
い
ま
し
た
。 

本
年
度
は
、
三
条
通
の
各
家
の
表
を
描
い

た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
っ
た
ほ
か
、
通
り
の
椅
子

を
テ
ー
マ
に
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
行

い
ま
し
た
。 

三
条
通
は
、
歴
史
的
に
見
て
も
非
常
に
重

要
な
通
り
で
、
明
倫
だ
け
で
な
く
多
く
の
学

区
が
面
し
て
お
り
、
元
学
区
を
越
え
て
再
生

に
協
力
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
こ
の
会
の
存
在

意
義
が
在
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

事
務
局  

岡
田 

℡ 

（
二
二
一
）
一
八
０
七 

・
三
条
通
を
考
え
よ
う
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://npo21.or.jp/aaa/sanjo-dori/f
ram

e.htm
l 

 

祭
り
と
子
ど
も 

骨
屋
町 

 

雨
の
巡
行
と
な
っ
た
今
年
の
祇
園
祭
、
骨

屋
町
（
浄
妙
山
）
で
は
、
髙
倉
小
学
校
の
総

合
的
学
習
の
取
り
組
み
を
初
め
て
受
け
入
れ

ま
し
た
。 

こ
の
様
子
を
見
な
が
ら
、
加
藤
成
一
氏

（
骨
屋
町
居
住
）
に
、
自
分
の
子
ど
も
時
代

を
振
り
返
っ
て
の
感
慨
を
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

「
私
が
小
学
生
の
こ
ろ
、
町
内
に
は
沢
山

の
子
ど
も
が
お
り
、
山
が
建
つ
と
待
ち
き
れ

ず
に
山
に
登
り
、
埒(

山
の
囲
い)

の
上
を
走

り
回
り
、
鬼
ご
っ
こ
な
ど
し
て
遊
ん
だ
。 

そ
の
子
ど
も
が
い
ま
や
五
十
歳
近
く
に

な
っ
た
。
今
の
子
ど
も
は
そ
の
よ
う
な
山
で

の
遊
び
を
知
ら
な
い
。 

婦
人
会
コ
ー
ラ
ス
「
倫
の
会
」 

素
敵
な
石
原
先
生
と
の
出
会
い
が
あ

り
、
平
成
十
一
年
六
月
よ
り
月
二
回
、

楽
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
。 

先
生
は
「
日
本
語
の
こ
ま
や
か
な
感

情
の
美
し
さ
を
、
聞
い
て
く
だ
さ
る
方

た
ち
に
そ
の
感
動
が
伝
わ
れ
ば
最
高
」

と
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
す
。 

皆
様
是
非
芸
術
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
出

掛
け
く
だ
さ
い
。 

                  

 

指揮者 石原祐介先生のプロフィール 

2000年 京都市立芸術大学音楽学部音楽学科声楽専攻卒業 

    音楽学部賞受賞 

2002年 第２１回飯塚新人音楽コンクール第２位 

声楽を灘井誠、山口はやとの各氏に、指揮を吉村信良氏に

師事。現在、京都産業大学グリー倶楽部のトレーナー兼指

揮者、アンサンブル「風」指揮者、「倫の会」指揮者。 

お
近
く
の
皆
様
は
是
非
ご
協
力
を
！ 

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
の
数
々
！ 

・電動セニアカー 
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と
言
う
の
も
こ
の
町
に
は
、
六
年
ほ
ど
前

ま
で
子
供
が
居
な
か
っ
た
。
数
年
前
か
ら
少

し
づ
つ
増
え
て
き
た
が
、
山
で
遊
ん
だ
経
験

の
あ
る
親
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。 

そ
の
上
、
今
は
交
通
事
情
が
悪
化
し
、
ま

た
親
の
考
え
方
、
育
て
方
も
変
わ
り
、
子
ど

も
が
山
で
思
い
切
り
遊
べ
る
環
境
に
な
い
。 

子
ど
も
た
ち
に
祭
り
で
の
遊
び
を
伝
え

て
行
く
に
は
、
経
験
し
た
我
々
が
工
夫
を
し

て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
い
と
、

将
来
の
浄
妙
山
保
存
会
の
存
続
も
難
し
く
な

る
よ
う
な
気
が
す
る
。」 

 

子
供
神
輿
だ
ワ
ッ
シ
ョ

イ
・
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！ 

 

毎
年
、
祇
園
祭
の
後
祭
り(

二
十
四
日)

と

し
て
行
わ
れ
る
「
花
傘
巡
行
」
の
中
に
子
供

神
輿
の
列
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
？ 

明
倫
、
本
能
、
龍
池
、
城
巽
、
日
彰
、
生

祥
、
立
誠
の
七
学
区
の
小
学
生
た
ち
が
応
募

し
、
三
基
の
お
神
輿
を
担
い
で
巡
行
す
る
マ

コ
ト
に
か
わ
い
ら
し
い
お
祭
で
す
。 

子
供
の
数
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

七
学
区
も
集
ま
れ
ば
七
十
人
ほ
ど
に
な
り
ま

す
（
ち
な
み
に
明
倫
学
区
か
ら
は
六
人
が
参

加
し
て
い
ま
す
）。 

男
の
子
も
女
の
子
も
八
坂
神
社
の
ハ
ッ

ピ
を
着
て
、
午
前
八
時
に
堀
川
高
校
前
に
集

ま
り
、
世
話
人
と
保
護
者
も
一
緒
に
バ
ス
で

八
坂
神
社
に
行
き
ま
す
。 

ま
ず
、
八
坂
神
社
の
先
祓
い
に
続
い
て
、

四
条
通
を
西
に
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、ワ
ッ
シ
ョ
イ
、

元
気
良
く
進
み
ま
す
。 

途
中
、
数
カ
所
で
お
茶
組
合
さ
ん
か
ら
お

茶
の
差
し
入
れ
を
も
ら
い
、
御
度
所
の
前
で

一
礼
し
て
最
後
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
祇
園
石
段

下
で
の
神
輿
担
ぎ
で
す
。 

最
後
の
力
を
振
り
絞
っ
て
皆
で
神
輿
を

持
ち
上
げ
、
二
周
回
っ
て
八
坂
神
社
の
裏
参

道
か
ら
本
殿
前
に
帰
り
着
き
、
全
員
で
本
殿

に
一
礼
し
て
終
了
で
す
。 

後
は
徒
歩
で
高
倉
小
学
校
に
戻
り
、
お
弁

当
を
食
べ
て
ご
苦
労
さ
ん
！ 

ど
う
で
す
、
来
年
は
う
ち
の
子
も
是
非
参

加
さ
せ
よ
う
と
思
い
ま
せ
ん
か
。 

（
衣
棚
町 

巻
出
ま
で
）  

  

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
二
十
七
町
あ

る
明
倫
学
区
の
各
町
内
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。 

 

第
一
回 

釜
座
町 

明
倫
学
区
で
最
北
西
の
こ
の
町
は
、
名
前

が
示
す
と
お
り
、
平
安
時
代
に
釜
師
（
鋳
物

師
）
が
集
ま
っ
て
座
（
協
同
組
合
）
を
構
え

て
い
た
所
か
ら
き
て
い
ま
す
。 

昔
（
江
戸
時
代
）
は
、
祇
園
祭
に
は
東
隣

の
衣
棚
町
と
共
同
で「
鷹
山｣

を
所
蔵
し
て
お

り
、
西
洞
院
通
に
は
西
洞
院
川
が
流
れ
て
い

た
そ
う
で
、
そ
の
こ
と
か
ら
染
色
業
、
酒
造

業
、
鋳
造
業
が
発
達
し
た
こ
と
な
ど
が
釜
座

町
の
栞
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
も
大
西
家
、
高
木
家
が
そ
の
流
れ
を

継
承
し
て
お
り
、
大
西
家
の
美
術
館
に
は
初

代
よ
り
の
茶
釜
や
、
設
計
図
、
そ
れ
ぞ
れ
の

時
代
の
茶
人
と
の
手
紙
な
ど
の
資
料
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。 

釜
座
町
で
は
、
町
内

に
八
階
建
て
の
テ
ナ
ン

ト
ビ
ル
の
建
設
予
定
が

持
ち
上
が
っ
た
の
を
機

に
、
平
成
三
年
よ
り
建

築
協
定
（
高
さ
二
十
ｍ

以
下
、六
階
建
て
ま
で
、

ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ

ン
・
風
俗
営
業
の
禁
止

等
々
）
を
結
び
、
町
内

の
景
観
保
全
と
健
全
な

生
活
を
守
る
た
め
に
町

民
が
一
致
団
結
し
て
き

ま
し
た
。 

 

昨
年
、
建
築
協
定
は
２
度
目
の
更
新
（
五

年
毎
）
を
迎
え
、
世
相
の
移
り
変
わ
り
、
ま

た
建
築
協
定
の
持
つ
有
効
性
に
限
界
が
続
出

し
そ
の
意
義
が
問
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。 

そ
も
そ
も
隣
人
同
士
の
約
束
事
か
ら
拡

が
っ
て
結
ば
れ
る
協
定
で
あ
り
、
個
々
人
の

繫

が
り
の
中
に
お
の
ず
と
生
ま
れ
て
く
る
お

互
い
の
生
活
を
保
障
し
合
う
と
い
う
理
想
的

協
定
の
意
義
を
も
う
一
度
考
え
ね
ば
な
ら
な

い
時
期
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
、
人
口
は
十
八
世
帯
五
十
四
人
と
マ

ン
シ
ョ
ン
三
棟
二
十
九
世
帯(

平
成
十
四
年

八
月
現
在)

、
店
舗
十
六
と
い
う
構
成
で
す
。

一
月
に
は
新
年
会
、
四
月
は
総
会
、
八
月
地

蔵
盆
、
十
一
月
斧
屋
の
法
事
が
釜
座
町
の
主

な
行
事
で
す
。 

 

 
               

・祇園祭の「売店」 

・祇園石段下でワッショイ 
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平
安
・
八
坂
婦
人
会
か
ら
お
知

ら
せ
と
御
報
告 

祇
園
祭
の
花
傘
行
列
に
引
続
き
、
八
月
七

日
の
七
夕
祭
り
も
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
、
親

御
さ
ん
の
出
席
も
あ
り
、
区
内
二
十
四
学
区

の
小
学
生
の
絵
や
、
人
形
劇
等
の
催
し
も
楽

し
く
過
ご
し
ま
し
た
。 

今
年
の
八
坂
婦
人
会
総
会
が
、
九
月
二
十

五
日
と
な
り
ま
し
た
。
八
坂
婦
人
会
で
は
米

寿
、
傘
寿
の
方
々
の
名
簿
を
作
成
し
て
お
り

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

平
安
婦
人
会
で
は
、
十
月
二
十
二
日
の
時

代
祭
り
の
当
日
は
、
平
安
神
宮
で
着
付
け
を

手
伝
っ
て
お
り
ま
す
。 

十
一
月
五
、
六
日
は
北
陸
方
面
に
旅
行
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
年
末
に
は
お
け
ら
木
を

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

木
村
十
重
子 

 交
流
和
や
か
な 

ふ
れ
あ
い
い

き
い
き
サ
ロ
ン 

民
生
児
童
委
員
会
か
ら 
 
 
 
 
 

敬
老
乗
車
証
の
配
布
を
七
十
歳
以
上
の

方
々
の
お
宅
に
交
換
に
伺
い
ま
す
（
九
月
上

～
中
旬
予
定
）。そ
の
際
に
は
民
生
委

員
の
身
分
証
明
書
を
提
示
い
た
し
ま

す
。 

ま
た
、
学
区
内
の
七
名
の
方
へ
は
八
十
八

歳
（
米
寿
）
の
お
祝
品
を
、
京
都
市
か
ら
民

生
委
員
を
通
じ
て
お
届
け
い
た
し
ま
す
。 

毎
月
の
「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

は
参
加
者
も
増
え
、
前
々
回
は
交
通
ル
ー
ル

や
ゲ
ー
ム
等
を
し
、
七
十
歳
以
上
の
方
々
と

小
学
生
と
の
交
流
も
和
や
か
で
し
た
。 

八
月
十
日
（
土
）
の
会
で
は
、
ス
イ
カ
割

り
大
会
が
あ
り
、
一
生
懸
命
ス
イ
カ
に
向
か

っ
て
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
「
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
」
を
上
映
し
、

五
十
名
近
く
の
参
加
者
が
大
き
な
画
面
と
迫

力
の
あ
る
音
声
と
で
夏
の
暑
い
中
を
過
ご
し

て
頂
き
ま
し
た
。 

八
田
典
子 

時
代
祭
の
お
知
ら
せ 

祇
園
祭
に
は
学
区
を
挙
げ
て
ご
協
力
を

頂
き
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

十
月
二
十
二
日
に
は
平
安
神
宮
の
時
代

祭
り
が
執
行
さ
れ
ま
す
。
京
都
千
二
百
年
の

ロ
マ
ン
を
語
る
美
し
い
歴
史
絵
巻
で
す
。 

明
倫
学
区
は
鎌
倉
時
代
の
流
鏑
馬
列
を

担
当
し
、
自
治
連
合
会
の
行
事
と
し
て
本
年

は
大
将
を
出
し
ま
す
（
二
年
に
一
度
）。 

今
年
は
三
条
超
の
川
崎
栄
一
郎
氏
が
選

ば
れ
て
参
加
し
、
秋
の
京
洛
を
威
風
堂
々
闊

歩
さ
れ
ま
す
。 

明
倫
祭
事
委
員
会 

中
尾 

 

ラ
ジ
オ
体
操
の
ご
報
告
と
「
中

京
ふ
れ
あ
い
祭
」
の
お
知
ら
せ 

少
年
補
導
委
員
会
、
体
育
振
興
会 

夏
休
み
の
七
月
二
十
二
日
～
八
月
九
日
、

元
明
倫
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
朝
七
時
十
五
分

か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
い
ま
し
た
。 

毎
日
子
供
四
十
名
、
大
人
二
十
名
以
上
が

参
加
し
、
最
終
日
に
は
少
年
補
導
委
員
会
と

体
育
振
興
会
か
ら
皆
勤
、
精
勤
、
参
加
賞
が

渡
さ
れ
ま
し
た
。 

毎
夏
催
さ
れ
ま
す
。
老
若
男
女
、
健
康
増

進
に
是
非
来
年
も
参
加
し
ま
し
ょ
う
。 

 

十
月
二
十
日
に
は
「
中
京
ふ
れ
あ
い
祭
」

が
朝
十
時
か
ら
中
京
中
学
で
催
さ
れ
ま
す
。 

色
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
出
店
が
あ
り
、
中
京

二
十
四
学
区
の
主
任
児
童
委
員
の
店
で
は
、

子
供
達
に
牛
乳
パ
ッ
ク
で
お
も
ち
ゃ
を
い
っ

し
ょ
に
作
り
遊
ば
し
ま
す
（
無
料
）。 

ま
た
手
づ
く
り
無
添
加
の
は
っ
た
い
飴

も
毎
年
好
評
で
、
が
ん
ば
っ
て
作
り
販
売
し

ま
す
。 

子
供
達
ぜ
ひ
あ
そ
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

（
詳
し
く
は
、
百
足
屋
町 

北
川
ま
で
） 

    

◆
高
倉
小
学
校
の
予
定 

 

 

・みんなでスイカ割り 

・ 9/29（日）運動会 

・10/ 9（水）遠足 

・10/22～23 花背山の家 

・10/20（日）中京ふれあい祭 

・11/ 9（土）地域ふれあい（社福協）

・11/10（日）ウオーキング 

・11/15（金）新一年入学説明 

・11/16（土） 大文字駅伝（予） 

・12/20（金）終業式 

・H15.1/7（火）始業式 

 

編
集
後
記 

広
報
誌
「
明
倫
」
も
よ
う
や
く
二
号
を

発
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

明
倫
学
区
は
歴
史
の
あ
る
地
区
で
す
。

京
都
の
ど
真
ん
中
で
、
室
町
を
中
心
に
事

業
所
が
お
か
れ
、
夜
間
人
口
が
ゼ
ロ
の
町

内
も
あ
り
ま
す
。 

古
く
か
ら
の
町
並
み
に
新
た
に
マ
ン

シ
ョ
ン
が
林
立
し
、
人
々
の
交
流
が
ど
の

よ
う
に
な
さ
れ
る
の
か
が
、
全
国
的
に
も

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
だ
手
探
り
の
状
態
で
す
が
「
明
日
の

明
倫
学
区
」
を
目
指
し
て
歩
み
続
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

「
小
さ
な
一
歩
」
で
す
が
、
ぜ
ひ
皆
さ

ま
全
員
が
一
緒
に
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、「
大
き
な
一
歩
」
に
な
る
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。 

 
 

井
上
成
哉


